
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

順天堂大学医学部免疫学特任教授 奥村康先生      
京都大学大学院医学研究科特定教授 上久保靖彦先生  
 ウイルスによる疾患との戦いは 免疫しかない ← これは大原則です 
免疫学の権威である奥村先生の主張の要点を記します。 
 ①人とウイルスは分離できず共生しかなく、ウイルスとは、免疫で戦うしかない。 
②免疫とウイルスの戦いでは、絶対に免疫が勝つと決まっている。 
③今回の戦いも、身体は、免疫しか頼るものはない。 
④免疫は 2 重 3 重の構造になっているので、そう簡単にウイルス如きに人類が簡単に 
滅ぼされるような構造ではない。（免疫の本体はリンパ球） 

 

奥村先生は、過去のウイルスによる疾患についても、次のように述べられています。 
「過去に世界で流行したスペインかぜや香港かぜ、あるいは SARS など、いずれも最終的に収束し
たのは、人間が集団免疫を持ったから。今は猛威を振るっている新型コロナウイルスも、最終的に
は集団免疫によって抑え込まれていくし、それ以外に人間が勝利する道筋はないのです」 
 

左記の 2 名の先生が 
政府に提言されています 


